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今後の県立高校の再編整備のすすめ方に関する要請書

　日頃より長野県教育の向上と、教育条件整備にご尽力いただいていることに心より感謝申し上げます。

　先週15日閉会した臨時県会において、高校改革プラン「実施計画」について一定の結論がでました。受検を控えた中学生・保護者の皆さんや、「実施計画」に従って検討を強いられている高校現場にこれ以上の混乱や戸惑い、大きな負担をもたらすことがなくなったことを私たちは評価しています。このような新しい状況を踏まえて、ここに要請書を提出します。

１　来年４月実施が決定した高校に対しては、新入生に責任のとれる教育を準備できるように、施設設備に関する要求を早期に実現することを含め高校現場に寄り添い全面的な支援を行ってください。

２　「長野南高校と松代高校の統合」「岡谷東高校と岡谷南高校の統合」「大町高校と大町北高校の統合」「野沢南高校の多部制・単位制への転換」の４つについては、いったん白紙に戻してください。

３　今回否決された「実施計画」については、その事実を重く受けとめながら、地域の支持があるか施設・設備が整えば可能かなどの観点から再検討をしてださい。

４　「県立高校79校」という根拠のない数字に固執し、統廃合の「たらい回し」「押し付け合い」をしないでください。

５　多部制・単位制高校、定時制・通信制高校のあり方については、県民的な議論の場を設定し、実態を正確に把握して地域や高校現場の要望を尊重するとともに、一方的にすすめることのないようにしてください。

